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　現代日本政治を考える際、第二次世界大戦に敗戦した後の占領期を視野
から外すことはできない。「占領革命」という言葉が書籍のタイトルに用
いられることからも分かる通り1）、占領期は日本の政治にまさに革命的な
影響を与え、憲法体制さえその時期に変革されることになった。そしてま
た、その占領を実施して日本政治を変容させた主体としてアメリカは認識
されており、その後の日米の同盟関係も相まって、占領期とアメリカも結
びついたものとして考えられてきている。
　とはいえ、占領期の日本に直接関わったのはアメリカだけではなかった。
実際には戦勝国を代表してイギリスと英連邦諸国も軍を派遣しており、占
領体制の一翼を担っていた。特に英連邦諸国のなかでオーストラリアはイ
ギリス以上に多くの兵士を派遣しており、占領期日本をアメリカとの関わ
りだけで考えるのは十分とは言えない。本稿は、こうした経緯に着目し、
日本占領に関わった英連邦軍（British Commonwealth Occupation Force: 
BCOF）について検討するものである。
　むろん、占領期日本がアメリカとの関係のみで考えられてきたのは故な
きことではない。アメリカはその占領政策を実施するにあたって、ダグラ
ス・マッカーサー（Douglas MacArthur）が最大の影響力を振るうことにな
るが、マッカーサーはその際に本国政府の影響力をかなりの程度払いのけ
ただけでなく、日本占領に本来的な権限を持つはずの極東委員会や対日理
事会の存在も無視していった2）。そして、実際の占領政策に携わるべき占
領軍についても、アメリカ以外の軍事力を軍政の領域から追いやり、日本
軍の武装解除をはじめとしたごく狭い領域に閉じ込めたのである。この結
果、戦後日本において BCOFの存在感は極小化されることになった。
　こうした経緯もあり、現在の日本の学術界で BCOFを扱った業績は千
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田武志『英連邦軍の日本進駐と展開』のみであり3）、本稿もこの業績を出
発点としている4）。しかしながら、同時に指摘しなければならないのは、
BCOFの全体像を捉える上でこの研究にも限界があることである。同書は
オーストラリア政府文書を主な資料としているため、イギリス部隊の叙述
について十分な叙述がなされていない。本稿は、この点を意識して、主に
イギリス資料を利用した叙述を行うものである。
　千田がオーストラリア政府文書を利用している利点は、BCOFにおいて
実際にオーストラリアの存在感が極めて大きいことにある。BCOF総司令
官にはオーストラリア人のサー・ジョン・ノースコット（Sir John 
Northcott）が任命され、マッカーサーとの交渉にあたってはオーストラリ
ア政府が最大の責任を担うことになった。この時点まで、本国イギリスの
方が対外政策決定過程において優越的な立場に立っていたことを考える
と、BCOFを舞台として新たに主導性を発揮したオーストラリアを中心に
分析することは、全体像を把握する上で極めて有益なものと評価できるで
あろう。
　その一方でイギリス政府資料から BCOFを捉えなおすと、それとは全
く異なった印象が得られることになる。まずイギリスにとって身近なとこ
ろでは、新たに主導性を発揮し始めたオーストラリアの未熟さであった。
以下で詳しく検討するように、日本における占領政策において BCOFが
小さな役割しか果たせない結果をもたらしたことを中心に、イギリスは
オーストラリアに対して不満を持ち続けた。さらに複雑と言えるのは、も
ともとは軍政への参与を許さないアメリカに対する不満であったものが、
そうした環境を作ったオーストラリアへの不満として表現された点であ
る。
　本稿が BCOFの「撤退」の過程に着目するのは、イギリスが積極的に
関与を減らそうとする行動の背景に、オーストラリアの主導に対する不満、
そしてアメリカの占領政策に対する不満が存在していることが明らかにな
るためである。むろんイギリスは、第二次世界大戦後の太平洋国際秩序に
ついて、米豪両国に頼らざるを得ない立場に追いやられていた。本稿はそ
うした状況でのイギリスの対応を考察することにより、日本政治に影響す
る可能性があったにもかかわらず、結果的には埋没することになった一事
象を明らかにするものである。
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　BCOFの本隊が日本に上陸したのは1946年 月13日であったが、この
日、GHQが作成した憲法草案が日本側に手交された5）。イギリスが日本
に対していかに影響力を行使しようとしても、この時点ですでに決定的に
出遅れていたのである。 月30日に厚木飛行場に到着したアメリカ太平
洋陸軍第 軍は、まず東日本に進駐したため西日本の占領はやや遅れた。
呉海軍航空隊に先遣隊が到着したのは 月26日、本隊が到着したのが10
月 日であった6）。中国地方・全域で進駐が完了したのは12月末であった
が、BCOFの進駐はさらに遅れて、翌1946年 月から 月にかけてであっ
た。
　BCOFの形成がこれほど遅れたのは、オーストラリアが単独軍を形成す
ると主張したためである。イギリスとオーストラリアの交渉は1945年
月13日に開催され、オーストラリア人を首脳とする対日占領軍が形成さ
れることとなった。しかし、10月18日からワシントンで始まったオース
トラリアとアメリカとの交渉が難航し、最終的にマッカーサー連合国最高
司令官とノースコット司令官との間で合意事項が成文化されたのは12月
18日であった。この粘り強い交渉によって、BCOFは兵站・人事などの管
理面で独立性を保つこととなったが、進駐の遅れは明白であった。
　オーストラリアが強い主張を展開した背景には、太平洋戦域における活
躍があった。1944年後半より南太平洋における日本の委任統治領につい
てオーストラリアが担当する責任をアメリカから引き継いでいた。特に
1945年 月から 月にかけてボルネオで展開された作戦で、オーストラ
リアが大きな戦果を収めていた7）。そのため、1945年 月にチャーチルが
対日戦における合同英連邦軍の編成を決定した際、オーストラリアはイギ
リス政府に対し、納得できない作戦にオーストラリア軍が使用される場合
にそれを拒否する権限を要求した8）。また、合同英連邦軍の総司令官には
この戦域での経験が豊富なオーストラリア将官を起用するよう要望した。
　1945年 月13日、イギリス政府は日本の占領に際して合同英連邦軍を
編成することを提案し、オーストラリア、インド、カナダ、ニュージーラ
ンドに協力を要請した。しかしこの時、オーストラリアは連合国最高司令
官のみに従うオーストラリア人司令官のもとに独立した軍を派遣すること
を要求した。これと対照的に、ニュージーランドは六ヶ月間の派遣に限定
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した返答を行なっており、カナダは参加できないことを伝えている9）。そ
の後、イギリス政府との交渉を経てオーストラリア戦時内閣で検討された
結果、オーストラリア独立軍はかえってアメリカの分遣隊になりさがる可
能性があることが懸念され、オーストラリア人総司令官を任命する条件の
もと、合同英連邦軍に参加することがようやく決定された。
　その後もアメリカとの難しい交渉が続いた。オーストラリア政府は合同
英連邦軍を一人のオーストラリア人総司令官のもとに指揮させたいと考え
ていたが、マッカーサーはこれに強く反対しており、陸海空の各軍それぞ
れに対する指揮権を確保しておきたいと考えていたのである。この調整は
長引くことになり、12月 日に BCOF総司令官に任命されたノースコッ
トが日本でマッカーサーと交渉し、12月18日に「マッカーサー・ノース
コット協定」が締結されてはじめて決着した。しかもそれが政府間の合意
となったのは翌1946年 月24日であった。
　その内容は以下のようなものであった。BCOFはマッカーサー連合国最
高司令官のもと日本占領軍の一部を構成し、軍事作戦において陸上派遣軍
はアメリカ第 軍、空軍派遣軍はアメリカ陸軍太平洋航空総軍の指揮下に
入る。その際、ノースコット BCOF総司令官は作戦に関わる主要な政策
についてマッカーサーに直接接触することができるとされた。また、
BCOF地上軍の軍事作戦の支援にあたって同軍の空軍が当たることができ
るようになり、オーストラリア側の要望が実現された。そして、BCOFの
統合参謀本部を在オーストラリア統合参謀本部（Joint Chiefs of Staff 
Australia: JCOSA）とすることになった。
　BCOFの目的は、1946年 月15日版の計画書によれば、以下の通りで
ある10）。①日本占領において英連邦にふさわしい代表であること、②英連
邦の威信と影響力が保持され発揚されること、③日本人に対して民主的な
生き方と生きがいを実例をもって示すこと。また、BCOFの軍事的役割は
次のように規定された。①連合国の全施設および武装解除待ちの日本の全
施設の安全警護、②日本の施設と兵器装備の武装解除と処分、③軍政を含
まない軍事統制。なお、ここで「軍政を含まない」としていることが、イ
ギリス側の不満を引き起こすことになる。さらに、BCOFが日本人との接
触を制限する「フラタニゼーション・ポリシー」を採用したことも、士気
を低下させる一因となった。
　占領地域ものちに英豪間の不仲の原因になった。マッカーサー・ノース
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コット協定では、BCOFの占領地区は広島県とその周辺に決定していた。
これに対してイギリスの不満は強く、BCOFが進駐するまでに東京に分遣
隊を派遣することが認められた。また、大阪・神戸への進駐もイギリスか
ら要求されていたが、アメリカがこれらの地区を重視していたため、1946
年10月15日になるまで、神戸分区の開設は認められなかった。こうした
経緯を経て BCOFの日本進駐が1946年 月31日に公表され、 月 日に
先遣隊が呉に到着した。本体となる第34オーストラリア歩兵旅団は 月
13日に呉に到着した。
　英印師団司令官の D・T・コーワン（D. T. Cowan）が到着したのはその
直後のことで、岡山に司令部が設置された。するとすぐに BCOFの進駐
地域の拡大がマッカーサーから要望され、中国・四国地区に拡大された。
このうち、オーストラリアが広島を、ニュージーランドが山口を拠点とし、
英印軍はそれ以外の地域全体を管轄することとなった。大阪や神戸などの
都市部でない地域を担当することになったことにイギリスの不満はさらに
強まり、それが総司令官ノースコットの交代の一因であったと言われる。
1946年 月、総司令官はサー・ホラス・ロバートソン（Sir Horace 
Robertson）に交代した11）。その後、1946年 月ごろまでに BCOFの進駐
が完了した。人員は、1946年12月31日時点で37021人（イギリス9806人、
インド10853人、オーストラリア11918人、ニュージーランド4444人）で
あった。
　BCOFにはそれ以外の業務もあった。1946年 月20日に発行された一
部の文書しか残されていないが、BCOFは毎月インテリジェンス報告を刊
行していたようである12）。これは資料等を省いて29頁ともなる冊子であ
り、BCOF各部隊の他にイギリス政府や GHQに配布され、100部を印刷
していたようである。残されている冊子はこの試みの最初のもののようで、
BCOFのこれまでの活動をまとめ、それ以降は該当する時期のものだけ報
告されるという。
　もう一点、今後重要なテーマとなり得る BCOFの広報政策がある。先
行研究でも紹介されているように、BCOFは独自の新聞『BCON』を1946
年 月に創刊した。この新聞は海外情勢を日本に伝える情報源として高評
価であったとみなされていたが、イギリス側資料によれば、必ずしもそう
言えないことがわかってきた。それは、『BCON』は軍が発行する新聞であっ
たこともあって、イギリス側はその効用をかなり低く見ていたのである。
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ただし、イギリス外務省の広報部門には『BCON』はある程度高く評価さ
れており、今後、綿密に検討していく必要がある13）。

　当初 BCOFの四分の一を占めていたイギリス部隊は、早くも1947年
月、まっさきに撤退を開始することになる。この 回目のイギリス部隊の
撤退は、1946年10月に統合幕僚委員会で検討された結果であった。10月
25日に合同作戦幕僚部が作成した文書によれば、イギリス軍は世界関与
を縮小せざるをえず、それは香港、マラヤ、中東、ヨーロッパなど広域に
わたるものであった。そして、その中に日本における関与も含まれていた
のである14）。
　しかし、イギリス部隊の撤退をもたらした要因は、その派遣時からすで
に潜在していたものであった。ここではそうした原因にとくに着目しなが
ら1946年の状況を振り返っていきたい。
　そもそもイギリスの逡巡は派遣以前に始まっていた。1946年 月 日
に開催された統合幕僚委員会は、イギリス空軍の割り当てとされていたイ
ンド待機中のモスキート 個中隊の派遣を延期するのが望ましいという判
断を下した15）。理由は、インド北西部における政情不安であった。インド
において実際に空軍を利用する可能性がある一方で、日本占領においては
その可能性が低いのであるから、インド情勢が安定するまで派遣を見送る
のが望ましいという判断であった。
　もともとマッカーサー・ノースコット協定では、イギリス空軍の割り当
てとしてモスキート 個中隊（イギリス）、スピットファイア 個中隊（イ
ンド）、スピットファイア 個中隊（シンガポール）、中型輸送機 個中隊
（ビルマ）、通信連絡飛行隊（イギリス・インド）が想定されていた。これ
以外に英連邦空軍はオーストラリアが分担するムスタング 個中隊があっ
たが、英連邦空軍受け持つ10個中隊という全体から見れば、英印空軍に
はもともと過大な負担がかけられていると結論されたのである。その結果、
インド情勢の不安定を理由とする派遣延期は合理的な理由となる、とされ
た。
　この要望は JCOSAで検討され、懸案であったモスキート 個中隊の派
遣中止は 月中に承認された。またこの JCOSAでは、英連邦空軍の規模
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と構成については日本進駐後に再検討することが決定された16）。
　 月には、BCOFの割り当て地域の拡大が深刻な問題としてイギリス政
府内で認識されていた。マッカーサー・ノースコット協定では BCOFの
担当地域として広島県が想定されたが、その段階ですでに連合国最高司令
官総司令部英国連絡事務所（United Kingdom Liaison Mission: UKLIM）長
官のサー・チャールズ・ガードナー（Sir Charles Gairdner）から不満が提
示され、イギリスにとって商業的利益が得られる大阪・神戸地域を含める
ことが要求されていた17）。ところが 月中に、マッカーサーからノースコッ
トに対し中国・四国地方に拡大するよう要請がなされたのである18）。
　この問題を深刻に受け止めた統合幕僚委員会は合同作戦参謀に検討を依
頼し、以下のような結論を 月27日に得た。軍事的な観点から言えば、
英印軍の増派を必要とする場合には地域拡大を受け入れるべきではない。
ただし、軍事的な観点からそれ以外に地域拡大に反対する理由は存在せず、
岩国・防府・小月など追加の飛行場を獲得できる可能性がある。ただ、政
治的・商業的な観点から言えば、大阪・神戸方面への拡張がやはり優先さ
れるべきである19）。こうした経緯をへて、イギリスの統合幕僚委員会は
JCOSAが検討し直すことを要望した。
　ところが 月 日には、ノースコットから決定事項として以下の内容が
イギリス政府に通知された20）。まず山口県と島根県については即座にイギ
リスの担当地域に追加し、岡山県・鳥取県・四国については 月あるいは
月に担当地域に含められるというものであった。一方で神戸大阪方面へ

の展開については、要望していくことを JCOSAは明記しただけであった。
　ただし、この問題は 月に入ってアメリカと交渉した際、否定的な反応
を受けることになった。アメリカからすれば、当時占領軍が利用していた
港は横浜と神戸だけだったこともあり、神戸をBCOFの担当とすることは、
中日本・西日本における占領統治に支障をきたす可能性があるだけでな
く、朝鮮半島への補給にも影響することが予想された。こうした反応を受
けたイギリスは、要求を保留することとした21）。またこの 月には、占領
地域に関するイギリスの要望が実現しないことが明らかになっただけでな
く、ニュージーランド政府が派遣人員の限界に達していると繰り返し
JCOSAで訴えるようになっていた22）。
　ノースコットが指揮する BCOFの立場とイギリスの立場のこうした違
いがおそらく背景となって、イギリス政府内ではノースコットの指揮に対
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する不満がこの頃から強まっていった。それはノースコットが BCOFの
総司令官であるとともに、オーストラリア部隊の総司令官としての役割を
果たしていたことも原因であった。オーストラリア部隊以外の部隊に対す
るノースコットの管理能力に限界をもたらしている、という見解がイギリ
スで有力なものとなっていったのである。そこで、イギリス政府内でのさ
まざまな見解が合同作戦参謀で検討され、 月10日に文書としてまとめ
られた23）。それによれば、オーストラリア政府がノースコットを BCOF
総司令官としての役割に専念させ、オーストラリア部隊の総司令官を別に
任命することが望ましいと考えられた。
　ノースコットに対するこのような不満が積み重なったためか、BCOF総
司令官は 月30日にサー・ホラス・ロバートソン（Sir Horace Robertson）
に交代された24）。この点については先行研究もその原因を特定できないと
しているが、前後の経緯から推測すれば、やはりノースコットの総司令官
としての資質が疑問視された可能性がある。少なくとも、ノースコットの
更迭に抵抗するような見解は、イギリス側資料には見られない。
　BCOFについて見られたこうしたさまざまな不満を背景として、1946年
後半期に BCOFイギリス部隊の一部撤退が結論されることになるのであ
る。皮肉なことにこの決定は、ノースコットからサー・アルヴァリー・ガ
スコイン（Sir Alvary Gascoigne）に対して、BCOFの神戸港への進駐を要
求する絶好のタイミングが訪れたと示唆される直前のことであった25）。
ノースコットはアメリカ軍の補充が滞っている状況から、神戸進駐を容認
する可能性があると判断したのであった。ところが、この報告がなされる
直前の10月22日、イギリスは内閣委員会の一つである国防委員会で、イ
ギリス部隊の一部撤退が決定されたのであった26）。
　国防委員会での検討は、イギリスの国際的な関与そのものを視野に入れ
た見直しを反映したものであった。単に日本駐留の BCOFについてのみ
検討したわけではなく、第二次世界大戦後のイギリスの国外駐留のあり方
を再検討したもので、イタリアやギリシアからも1947年末を目処に撤退
することが決定された。また、撤退にあたってはその半年以前にアメリカ
に通告することも決定された27）。イギリスのギリシアからの撤退通告は、
国際関係史の文脈では、アメリカ側のトルーマン宣言を引き出すことにな
る一要因として知られている。世界的なイギリスからアメリカへの “覇権
の委譲” の一現象が、実は日本でも起きていたと考えることもできる。
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　特に日本では、占領政策が予想以上に滞りなく進められており、イギリ
ス部隊の撤退には合理的な理由が存在すると考えられた。また具体的には、
1944年 月以前に召集された兵士は1947年末までに、1947年 月以前に
召集された兵士は1948年末までに解除しなければならなかった。それ以
外にも、イギリス部隊の一部撤退は BCOF全体の撤退を意味するわけで
はなく、この点からアメリカの理解が得られるとの見込みも存在していた。
こうして国防委員会は、イギリス部隊3500名程度の撤退は可能であると
判断したのであった。海軍と空軍に関しては任務を継続することとされた。
　国防委員会でのこの決定について、出席できなかった自治領大臣アディ
ソン卿（Lord Addison）から首相クレメント・アトリー（Clement Atlee）
に対し懸念が伝えられた。それは、第二次世界大戦中からオーストラリア
が持っていた不満が強められ、オーストラリアはますます太平洋における
イギリスの無関心を実感して、「アメリカのみが我々の友人」と再び主張
するようになるであろう、というものであった。また、BCOF編成時に消
極的であったニュージーランドが、イギリスの参加を主な理由として参加
を決定したことにも配慮が必要だと伝えられた28）。これに対してアトリー
は、この両国が太平洋において積極的な発言を始めている一方で、実際の
負担についてイギリスに大きく期待している実情を指摘したうえで、この
決定の再考は難しいことを伝えている29）。
　この決定は、11月 日にベヴィンからジェームズ・バーンズ（James 
Byrnes）国務長官に伝えられ30）、マッカーサーに対しては11月19日にガー
ドナーから非公式に伝えられた31）。ガードナーはイギリスが経済的な難問
に直面していることを中心にイギリス部隊の一部撤退の方針を伝えると、
マッカーサーの反応は次のようなものであった。マッカーサーはその情報
に驚きを隠せなかったが、イギリスの戦略的な必要性に人的資源が追いつ
いていないことに理解を見せた。そして、イギリス部隊が英 BCOFで最
良の部隊であることを理由にその一部撤退を惜しんだが、イギリスの方針
を尊重することを表明した。また、オーストラリアの反応は懸念材料とな
るが、イギリスの方針を妨げることはできないだろうと予測している。マッ
カーサーは、イギリス軍の一部撤退はインド部隊の撤退要求を引き起こす
可能性があることも予測しつつ、それでもアメリカ軍はそうした状況にも
対応できるという判断を示した。さらには、マッカーサー・ノースコート
協定で BCOFの撤退には六ヶ月前の予告が必要としていることも、今回
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のイギリスの事情から適用しないとした。ただし、BCOFが半数まで減少
することになる場合には、その撤退を許可するまでに時間が必要になると
した。
　マッカーサーがこのような冷静な反応を見せる一方で、BCOFを構成す
るオーストラリアとニュージーランドのそれは全く異なるものであった。
両国には、カナダと南アフリカ連邦とともに11月11日に伝えられたが、
インドへの伝達は延期された32）。
　反応がまず明らかになったのはニュージーランドの方で、11月18日に
高等弁務官からの報告が届けられた。ニュージーランドは総選挙を控えて
いて首相と面会することはできなかったが、首相府事務局長を通して首相
の印象が把握できたのである。それによれば、もともとニュージーランド
首相は BCOFへの参加に極めて消極的であり、今回のイギリス部隊の一
部撤退は、ニュージーランド部隊の参加も不必要だと判断するに十分な展
開だという態度を示した。特に、アメリカ軍が実権を握っている状況への
不満が示された33）。とはいえ、こうした反応は BCOFの意義そのものを
疑問視する態度に起因しており、イギリス部隊の一部撤退に反対するとは
考えにくかった。
　オーストラリアからの反応は、これとは全く性質の異なるものであった。
オーストラリアからは11月20日にオーストラリア首相自身からイギリス
首相への電報が送られ、主に一部撤退を進めるにあたってのプロセスに不
満が表明された34）。それは一つには、イギリス部隊の一部撤退が BCOF
全体に影響を及ぼすものである以上、イギリスは BCOF総司令官と
JCOSAの見解を求めるべきであるというものであった。またもう一点問
題視されたのは、ガードナーからマッカーサーに方針が伝えられた点につ
いてであった。それは、イギリス部隊の一部撤退が BCOF全体に影響を
及ぼすものである以上、BCOF総司令官こそそのプロセスに参与すべきで
ある、というものであった。
　こうしたオーストラリアの態度は懸念されるところではあったが、その
後はマッカーサーの予想した通り、オーストラリアは全面的な反対を表明
することはなかった。11月22日にガードナーとロバートソンが会談した
際には、ロバートソンはイギリスの方針を完全に理解するという見解を示
している35）。むしろこの時は、インド政府に情報が漏れた可能性があるこ
とが分かり、そのことの方が問題視された。また11月28日はオーストラ
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リア首相からの電報が届き、イギリス政府の判断を尊重するという方針が
正式に伝えられた36）。その後、インド政府への通告が速やかに行われ、12
月初旬には、インド政府はイギリス部隊の一部撤退について何の反対もし
ないことが明らかになった37）。
　BCOFに参加する諸国の反応が明らかになったところで JCOSAでも検
討され、イギリス部隊の一部撤退について承認が得られた。この段階に至っ
てもなお注目されるのは、JCOSAにおいてイギリス代表が、BCOFの占
領地域を拡大し、神戸のみ、あるいは神戸と大阪まで含めるよう SCAPと
交渉するよう提案していることである38）。その際には、イギリス部隊が一
部撤退しても、なお残存する部隊によって拡大は可能という理由づけがな
されている。オーストラリア政府は現状において SCAPにこの提案を持ち
出すのは難しいという反応を示しているが、イギリス政府はこれを強く要
望したことが記録されている。この問題は翌年も引き続いてイギリスから
オーストラリアに要望された39）。
　この事例は、BCOFの運用にあたり英豪政府間で大きな方針の違いがあ
ることをよく示すものであるが、そうした状況をガスコインも鋭敏に感じ
とっている。ガスコインによれば、ロバートソンはイギリス部隊の一部撤
退という「背信行為」がもたらした影響により、全ての BCOFは「溶けだ
した雪のように」消滅していくだろうと認識していた。ガスコインはそれ
が「長く続く」とロバートソンが考えていないところに違和感を覚えてい
る。ただ、ガスコインがおそらく共感を持って記しているのは、BCOFの
意義についての感覚である。この時期のロバートソンは、BCOFが軍政を
任されておらず、アメリカの必要性のために「警察」活動しかできないこ
とについて、この活動の意義を疑問視するようになっていた40）。この電報
を読んだ本国外務省日本・太平洋課のマクダーモット（McDermont）も、「実
際の任務が何もないという点で、BCOFは失敗である」というメモを残し
ている41）。
　英豪間のこうした見解の相違は残ったものの、イギリス部隊の一部撤退
については JCOSAで承認されたのを受けて、BCOF総司令官を任命して
いるオーストラリア政府からアメリカ政府に正式に通告され、1947年
月24日に承認された42）。この後 月から 月にかけてイギリス部隊の一
部撤退が実施された。
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　イギリスの部隊の一部撤退に続いたのはインド部隊・ニュージーランド
部隊の撤退であったが、そのうちインド部隊の撤退は完全に政治的理由に
よるものであった。BCOFにおけるインド部隊の活動については日本での
研究は存在しないものの、公式史が編纂されているためその全容が解明し
やすい。ここではまず、この公式史に依りつつ、イギリス側資料を利用し
てインド部隊の撤退について振り返っておきたい。
　インド部隊の撤退についてはマッカーサーも予見したところであった
が、1947年 月には、インド暫定政府首相ジャワハルラール・ネルー
（Jawaharlal Nehru）がインド部隊を年内に全面撤退させる意向を持ってい
ることがイギリス側にも伝えられていた。 月にガスコインがインド部隊
総司令官コウソーン（Cawthorn）から得た情報によれば、インド暫定政府
国防大臣が国外においてインド軍の存在感を示すことに肯定的な一方で、
ネルーはインド部隊を即時撤退させたいと考えていた43）。この後、インド
政府から年内にインド部隊を全面撤退させる通告を受けたのは 月22日
である44）。
　注目されるのは、ほぼ同じ時期にニュージーランド部隊の撤退問題も始
まっていたことである。ニュージーランド部隊は山口県に駐留して日本軍
の武装解除を行なったのち、朝鮮半島と行き来する密航者の取り締まりを
役割の一つとした。進駐初期は占領していたイタリアから直接日本に渡航
した兵士が中心となったが、順次、ニュージーランドでの新たな志願者と
交代させた。進駐当初は荒廃した地域を占領することに大きな不満が持た
れたが、設備が徐々に改善されるにつれて駐留兵のモラルも向上した。し
かし、BCOFに対するニュージーランド政府の基本的な方針は、占領その
ものの重要性を評価するものではなく、英連邦の一体性に配慮したもので
あった。当然ながら、イギリス部隊・インド部隊の撤退を受けて撤退方針
が浮上することになった45）。
　イギリス部隊の一部撤退が始まった時期の1947年 月22日、ニュージー
ランド政府からオーストラリア政府に部隊撤退の方針について見解を求め
る電報が送られた46）。それによれば、志願期間の理由によりニュージーラ
ンド部隊4000人近くを同年夏に帰国させなければならないが、新志願兵
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が1200人程度に止まっており、兵員の削減が予想されるということであっ
た。また、人員不足によって産業復興に遅れが見られることにも言及され
ている。それよりも注目すべき点は、BCOFが「日本の民主的制度および
生活水準のいずれの発展についても、何の直接的な影響力を持っていない」
と観察していることであった。また、BCOFが「アメリカ軍に対してかな
り劣った地位に置かれているため、その威厳の面でも低下の一途をたどっ
ている」という認識も示した47）。英連邦の一体性については言及している
ものの、ニュージーランド部隊の参加継続はそれのみを理由とするかのよ
うな表現となっている。
　インド部隊の情報を伝えたコウソーンは、その後 SCAPと接触し、
BCOFの撤退についてのアメリカ側の見解を入手している。同年 月に
JCOSAで報告されたところによれば、アメリカは講和条約締結まで占領
政策を継続させる覚悟を持っており、日本国内で大きな騒擾が起きること
は現段階では想定していないということであった48）。重要なのは、アメリ
カは BCOFが今後の数ヶ月で50％程度削減されることを容認するであろ
うことを伝えたことであった。この情報はすでにガードナーが前年11月
に得ていたものであったが、改めて BCOF向けに提示され、インド軍を
始めとした BCOFの撤退を一定程度容認する見込みを明らかにしたもの
であった。この情報に接したイギリス外務省の反応は注目されるところで
ある。 月13日に記されたエスラー・デニング（Esler Dening）のメモに
よれば、「最近ますます明らかになってきているように、我々の日本占領
軍は何の有益な役割も果たしていない」49）。今や英連邦として撤退するこ
とに対するオーストラリア政府の見解を見据えながら、事態を主導すべき
段階に来ている、ということであった。
　こうした展開を受けて、イギリス政府は BCOF全体の撤退方針につい
て検討するため、オーストラリア、ニュージーランド、インド各政府に呼
びかけた。こうした問題提起を受けてオーストラリアは、SCAPにインド
部隊の全面撤退とニュージーランド部隊の一部撤退を通告し50）、イギリス
の呼びかけについては近く開催される予定の英連邦会議で検討することを
提案した51）。
　イギリス外務省が関係国と調整しながら BCOFの撤退戦略を検討しよ
うとする一方で、軍部ではそれとは異なる方針を希望する動きが見られた。
帝国参謀総長のバーナード・モンゴメリー（Bernard Montgomery）が 月
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に訪日してマッカーサーと協議する予定があり、そのためのブリーフィン
グ資料をイギリス外務省が作成している段階で、モンゴメリーの帝国国防
大学での発言について知ることになった。それはすなわち、モンゴメリー
が BCOFのイギリス部隊が全面撤退することを希望していること、また、
英連邦を代表する存在としてオーストラリア部隊は残留することを希望し
ていること、を明らかにするものであった52）。そうした方向性について外
務省も反対ではないが、それでもその方向でイギリスが主導することは避
けるべきと考えられていたため、このモンゴメリーの行動は大きな懸念の
対象となった。また、モンゴメリーは訪日後にオーストラリアとニュージー
ランドを訪問する予定もあったため、特に強い警戒心が持たれた。
　こうした経緯があったため、イギリス外務省の資料がモンゴメリーに送
付される際には、外相ベヴィンから特に念押しがなされた。それは、「マッ
カーサーに対してイギリスの方針に関していかなる情報を提供することも
望ましくない」とするものであった53）。こうした経緯があった後、モンゴ
メリーの訪日は中止された54）。
　この後オーストラリア政府はこの議論を避け続け、承認されていた全て
のインド部隊と一部のニュージーランド部隊の撤退が、 月から 月にか
けて実施された。それ以降、具体的な撤退計画を立てながら速やかに撤退
作業が実行された。インド部隊は鳥取と岡山に広く分散していたために難
航する場面もあったが、呉と岡山市を最終的な集結地として撤退作業が進
められた。そこから順次、部隊の撤退が実行され、10月25日に最後の人
員が日本を後にした55）。
　イギリス部隊の全面撤退を希望するモンゴメリーの活動は 月で終わっ
たわけではなかった。統合参謀委員会からの依頼を受けて1947年 月23
日に合同作戦参謀部が作成した文書によれば、インド部隊の全面撤退、
ニュージーランド部隊の一部撤退を経験したところでは、BCOFの存在意
義そのものを問い直す時であり、JCOSAを解体してオーストラリア統合
参謀本部が BCOFの責任を引き受けるべきという意見も出されていた56）。
この検討は BCOFに対するニュージーランド首相の否定的な発言に端を
発して始められたものであったが、その後、外務省や連邦関係省のスタッ
フとも検討がなされ、合同作戦参謀部としての見解をまとめたものである。
　合同作戦参謀部としての統一した見解は以下のようなものであった。イ
ギリスの国益だけを優先して考えた場合には、BCOFを解体することに軍
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事的な利点がある。しかし、より広い英連邦全体の防衛や英連邦諸国・ア
メリカとの協力関係を考えた場合には、BCOFの解体をイギリスから持ち
出すべきではない。とはいえ、オーストラリア政府が解体を提案する場合
には、イギリスとしてはそれに反対する理由ない、というものであった。
このことはキャンベラ会談でオーストラリア・ニュージーランド政府と非
公式に検討された。
　これに対してオーストラリア政府は、BCOFを擁護して次のような議論
を展開した。まず BCOFの撤退はアメリカを政治的にも戦略的にも苦し
めることになり、BCOFは活動を継続することで存在意義を示すべきこと。
また、BCOFの存在は日本との講和条約を検討する上で必要であり、極東
委員会や対日理事会での英連邦の存在感にも寄与している、というもので
あった。また、これまで経験のない英連邦諸国内での協力を促進する上で
も重要な経験が得られる、というものであった。
　こういった反発があったにもかかわらず、モンゴメリーの主張は変わら
なかった。 月27日、モンゴメリーは再度、統合幕僚委員会に書簡を送り、
イギリス部隊の撤退をオーストラリア政府に通告するよう主張した57）。モ
ンゴメリーが提示する理由は人的資源の不足であり、これまでの統合幕僚
委員会の検討を踏まえた上でもなおその要因が大きいとした。また、イギ
リス陸軍部隊の撤退によって設備がなくなるとイギリス空軍部隊の維持も
難しくなる、といった主張に言及しつつも、人的資源の不足という理由に
優越するものではないと退けた。
　こうしたモンゴメリーの方針は実を結ぶこととなった。 月13日、統
合幕僚委員会は内閣国防委員会に BCOFからイギリス部隊を撤退するこ
とを進言し、それは対外関係を含めたあらゆる要因を熟慮した結果の判断
であることが付け加えられた58）。そして、この決定に基づいて、BCOF総
司令官を任命しているオーストラリア政府に対してこのことを通知し、
マッカーサー・ノースコット協定に基づいた手続きをとることとなった。
　しかし、このことが正式にアメリカに伝えられる以前に驚くべき展開が
見られた。10月 日、オーストラリアの陸軍大臣がイギリス政府が部隊
の撤退を希望していることを公開してしまったのである59）。アメリカに対
する正式な通知がなされないまま報道からこのことが伝わったことに、イ
ギリス政府内は大混乱に陥り、BCOF総司令官かガードナーから急ぎアメ
リカに伝えるよう要請が出された。
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　ただ、この展開に対するマッカーサーの対応も驚くべきものであった。
ガードナーはすぐに BCOF総司令官に面会を求めたが不在であったため、
SCAPに直接経緯を伝えることとした60）。その際、マッカーサーは「秘密
を守るということに関してはいかなるオーストラリア人も信頼できない」
と笑って応対し、イギリス部隊の撤退は深く遺憾であるが、その決定につ
いて一切反対することはないと明言した。その上で、もし可能ならば、こ
の事態の衝撃を和らげるためにも、報道では日本占領が極めて順調に進ん
でいるからこそイギリス部隊を撤退することができるのであり、「それが
必要とされる世界の他の場所に展開される」と表現してほしいと要請がな
された。
　また、マッカーサーは、この日以降のやりとりでイギリス部隊撤退の理
由について完全に理解したと明らかにした上で、イギリス海軍については
残留させることを希望した61）。ただ、イギリスの経済的事情から海軍の撤
退もやはり実行せざるを得ないと判断されたため、ベヴィン外相はアト
リー首相に対してそう提言した62）。その一方で、日本との講和条約締結に
向けての発言力を持つためにも太平洋地域に海軍を維持する必要はあり、
その点についてオーストラリアやニュージーランドと調整しつつ検討して
いくものとされた。
　その後、東京でロバートソンとガスコインの連絡が回復し、イギリス部
隊の撤退について調整が始まった63）。ロバートソンが要望したところでは、
イギリス部隊の撤退は段階的なものであるのが望ましいということであっ
た。というのも、イギリス部隊は BCOFの指揮命令部門と補給部門で重
要な役割を果たしており、その突然の撤退が実行されれば、BCOFの活動
に大きな支障を及ぼす可能性があるためであった。イギリス側にとっても
また、拙速な撤退方針をとって日本国内での威厳を失うことは得策ではな
かったため、ガスコインはロバートソンの要望を受け入れ、BCOF側の事
情に対応した撤退政策を実施することにした。

　その後の展開を概観しておく。1948年にもイギリス部隊3200人が撤退
し、同年 月 日時点で BCOFは12009人となった（イギリス1351人、オー
ストラリア8203人、ニュージーランド2455人）。さらに同年 月から 月
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にかけてニュージーランド部隊2052人が帰国し、 月28日にはオースト
ラリアは2750人まで削減する決定をした。1950年 月19日にはいよいよ
全面撤退することが決定されたが、翌月に朝鮮戦争が勃発し、撤退は延期
されることになる。
　BCOFのイギリス部隊撤退政策を振り返ってみたとき、第 章で検討し
た国際環境の制約要因が極めて大きかったことが明らかになった。太平洋
国際秩序においてイギリスが影響力を残すことが難しくなっていくなか
で、日本に原爆を投下するなど大きな存在感を見せたアメリカが戦後も引
き続き大きな役割を果たした。そうした趨勢を鋭敏に察知したオーストラ
リアは英連邦のなかで飛び抜けて大きな役割を果たすことを模索し、その
結果として達成されたマッカーサー・ノースコート協定に基づいて BCOF
が編成された。
　しかし、のちにイギリスも明確に認識するようになる通り、オーストラ
リアの BCOF運営には協定締結時より問題が生まれていた。一つ目は
BCOFの管轄地域についてのものであり、神戸などの重要な商業地域を範
囲に含まなかったことは、日本占領に関与すること自体への疑問を生み出
すことになり、英豪間の不信感を生み出す一材料となった。二つ目に、
BCOFが軍政に関与できなかったために、英豪ともに日本占領に関与して
いるという実感を持てなくなった。三つ目に、フラターニゼーション政策
についてのものであり、BCOFにおいてあまりに厳格な方針がとられたこ
とで、BCOF兵士の日常的な不満を蓄積させることとなった。
　第二章で検討したイギリス部隊の第一次撤退は、そうしたそれ以前から
存在していた問題点が深刻化したものであった。問題点がそれまで以上に
重く感じられたのは、日本占領の実施状況が関係している。BCOF派遣前
にはかなり困難な任務と予想されていた日本占領政策は、日本国民が思い
のほか反乱などの政情不安を呼び起こさなかったために、BCOFの任務は
早期に必要がなくなっていった。それに加えて、イギリス以上に BCOF
参加に疑問を持っていたニュージーランド政府がその認識を徐々に明らか
にするようになり、イギリスももともと持っていた疑念を表明できるよう
な状況が作り出されていった。
　国際情勢の変化はさらにその影響力を強めていった。第三章で考察した
ように、インドの独立やニュージーランド部隊の撤退は、イギリス部隊の
撤退を打ち出す上で有益な口実となった。また、マッカーサーも基本的に
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は BCOFの負担軽減を受け入れる姿勢を示したため、イギリスよりもア
メリカの動向を気にしていたオーストラリア政府も、イギリスの行動に不
満は持ちつつも、あからさまな反対はできないような情勢が生まれていた。
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